
- 1 -

Ⅰ 研究主題について

１ 研究主題 「ふるさとに誇りをもち、夢の実現に向けて共に努力する生徒の育成」

～夢を抱き、夢を言葉にし、夢の実現に向けて努力するFor the futureプラン～

２ 研究主題設定の理由

（１）学校教育目標の具現化を図るために

本校の学校教育目標は、「ふるさとに誇りをもち、夢の実現に向けて共に努力する生

徒の育成」である。これは、熊本県教育基本計画並びに第６期御船町総合計画を基に設

定したものである。

ふるさとやふるさとで活躍する人に誇りや憧れをもつことで、「こんな人になりたい」

「人の役に立つ仕事をしたい」という夢や目標が生まれ、夢の実現に向けて努力する生

徒を育てる教育実践を追求したいと考え、本研究主題を設定した。

（２）社会の要請から

社会の変化が加速度を増し，複雑で予測困難となってきている時代の中で、学校教育

には、一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、他者を価値の

ある存在として尊重し、協働して様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り

手となるための資質・能力を育成することが求められている。

「団塊ジュニア世代」が６５歳以上となる令和２２年頃にかけて，我が国全体の人口

構造は大きく変容していくと言われている。本校区においては、既に人口減少と高齢化

に直面しており、次代を担う人材の育成が急務である。

また、コロナ禍の臨時休業中、児童生徒は、学校や教師からの指示・発信がないと、

「何をして良いか分からず」学びを止めてしまう実態が見られたとの調査報告もある。

夢や目標をもって自立した学習を行う児童生徒の育成が大きな課題となっている。

（３）生徒の実態から

令和２年度から本校が取り組んでい

る“CAP-Dシステム”（目標設定から生

徒等が参画し、定期的に達成状況を点

検し、課題の解決策を生徒、教職員、

保護者一人一人が考案し実践する御船

中型PDCAサイクル）から、「夢や目標

の実現に向けて努力している」と回答

「夢の実現に向けて努力していますか」への回答状況

（R2.6.25調査）
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する生徒が３割に満たない状況が分かった。勤労観や職業観が未熟で、自立的な進路選

択や将来計画が希薄である状況があった。キャリア教育の充実が喫緊の課題であった。

Ⅱ 研究の方法

１ 研究の仮説

（１）“生き方”と出会う学習を計画的に行えば、生徒は夢や目標を抱くだろう。

（２）意見を発信する機会を計画的に設ければ、生徒は夢を語るようになるだろう。

（３）学力向上の取組を行えば、生徒は夢の実現に向けて努力するようになるだろう。

（４）目指す姿を共有し、その達成状況を定期的に把握する機会を設ければ、課題を解決し

生活をより良くしようとする態度が育つだろう。

２ 研究の構想と視点

（１）生徒がふるさとで活躍する方

の“生き方”と出会うEncounter

プロジェクトとして、「夢輝き！

教育講演会」「職場体験」「御船

輝き学習」等を行う。

（２）生徒が語彙力を高め、自分の

意見を発信する「読書活動の推

進」「NIE活動」「集会・生徒会活

動の工夫」等を行う。

（３）生徒の基礎学力を向上する「S

MARTな授業実践」「家庭学習の習

慣化（基本的生活習慣推進）」「学

力向上タイム」「ゆうあいタイム」

等を行う。

（４）成果指標を共有し、達成状況

を把握し、生徒・教職員・保護

者が主体的に改善策を考え取り

組む“CAP-Dシステム”を機能さ

せる。
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Ⅲ 研究の内容

１ 「夢を抱く（生き方との出会い）」Encounter プロジェクト

（１）夢輝き！教育講演会

夢が芽生え、夢を抱くためには、憧れをもつことがで

きる大人の生き方と出会うことが必要である。

本校卒業生である藤川優芙さんは、中学３年在学時に

熊本地震に遭い、自らも被災しながらも吹奏楽部員とし

て、避難所となった本校体育館演奏会を実施するなど、

被災者を元気にする活動を行った。その後、災害によ

って変わり果てたふるさとの復興にたずさわりたいと工

業系の高校に進学し、令和２年４月に建設会社に就職し

た。

藤川さんを招聘した第１回「夢輝き！教育講演会」を

令和２年１２月に全校生徒を対象に開催した。講演に不

慣れな１８歳の藤川さんに配慮して、吹奏楽部顧問の職

員をコーディネーターにして、中学生だった当時の思い

や建設業を目指して努力した経緯や夢をもつことの素晴

らしさを生徒たちに語ってもらった。

藤川さんの「土木の道に進むことを途中で何度も諦め

そうになったけど、自分の夢を必ず叶えるという強い気

持ちをもって努力しています。夢を追う中で、御船町の

良さに気づきました。私はみなさんと同じです。みなさ

んにできないことはありません」とのエールに、多くの

生徒が質問や感想で返しを行うことができた。この様子

はドキュメント番組として地元テレビ局が放映もした。

生徒の感想から、講師の生き方や考え方に触発されて、

夢を探し始めている様子やふるさとの役に立ちたいとの思いが芽生えていることが分か

り、令和３年度から年２回の「夢輝き！教育講演会」を年間計画に位置づけて実施する

ことにした。全ての講演会も、生徒が講師に直接質問したり、感想を述べたりする時間

を設けることにした。

令和３年度は、本校卒業生の藤木正幸 御船町長、南阿蘇出身のパラアスリート 中

本校職員の進行で思いを語る藤川さん

真剣に話を聞く生徒たち

講演の感想を述べる生徒
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尾有沙さんに講話をお願いした。令和４年度は、南関町出身のゴールボール金メダリス

ト浦田理恵さん、大津町在住で１型糖尿病と向き合いながらエアロビックス競技を続け

られた大村詠一さんの講演を実施した。

講師選定は、県内出身・在住者で、ハンディキャップを背負う生徒も夢を抱ける方等

の視点で行っている。令和５年度以降も講演会を継続できるよう、全保護者の了承を得

てＰＴＡ予算に生徒活動支援金の項目を

新たに設けて、講師謝金や旅費、猛暑日

の講演がエアコンの効いた広い会場で開

催できる会場使用料に充てられるように

した。講演会実施を持続可能にしている。

さらに、諸研究指定を活用した生徒対

象講話等も、研究指定に関する内容に加

えて、夢をもって努力することの大切さ

の視点でお話をいただくよう依頼してい

る。令和３年度は、６月に県内弁護士、

７月に東北大学加齢医学研究所所長、９

月に熊本日日新聞社常務取締役の講話を

実施した。令和４年度は、７月に久留米

大学学長、１０月に三井不動産常任相談役の講話を行った。

目の前で自己の生き様を語る講師の人生観や職業観に触れ、自分自身の生き方を思い

描く生徒が多く、大きな効果がある。今後も継続したいと考えている。

（２）職場体験

子どもたちの生活や意識の変容、学校から社会への移行をめぐる様々な課題、そして、

望ましい勤労観、職業観を育む体験活動等の不足が今日指摘されている。特に、コロナ

禍の中で制約が多い日常生活や教育活動においては、地域の方との触れ合いや実体験が

不足し、このことは大きな課題となっている。

職場体験には、生徒が直接働く人と接することにより、また、実際的な知識や技術・

技能に触れることを通して、学ぶことの意義や働くことの意義を理解し、生きることの

尊さを実感し、生徒が主体的に進路を選択決定する態度や意欲など培う教育活動として、

重要な意味を持つ他に、次のような効果が期待できる。

地元紙に掲載された講演の生徒感想
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① 生徒にとって

〇自己の理解を深め、職業の実像をつかみながら、望ましい勤労観、職業観を身に付

けることができる。

〇学校の学習と職業との関係についての理解を促進することができる。

〇異世代間も含めたコミュニケーション能力の向上が図れる。

〇実際的な知識や技術を学ぶことができる。等

② 家庭にとって

〇家族の一員としての自覚を

深めることができる。

〇家族の役割を再認識できる。

〇職業に関する会話を促進で

きる。等

③ 保護者にとって

〇働くことを通して家族の会

話を促進できる。

〇子どもたちの働く姿から、

新たな一面を発見できる。

〇中学校のキャリア教育を理

解できる。等

④ 地域・事業所にとって

〇地域の中学生について理解

を深めることができる。

〇地域が一体となって生徒を

育てていこうとする機運を

高揚できる。

〇次代を担う人材育成を行う

ことができる。

〇企業の社会的役割を具現化

できる。等職場体験学習の計画
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⑤ 学校・教員にとって

〇職業や産業に対する理解の深化を図ることができる。

〇生徒理解の多様化と深化を図ることができる。

〇地域や事業所についての理解を促進し、地域における教育力を把握できる。

〇学校教育への理解や協力を得ることができる。等

これらの効果や意義をふまえて、コロナ禍の中でも学びを止めないために、地域の事

業所と綿密に連絡をとり、生徒の希望を尊重して職場体験の計画を立てた。以前に比べ

て、医療機関や高齢者等に関わる福祉事業所への体験生徒数を減らし、災害発生時に緊

急対応を求められる機関や事業所への体験生徒には、代替事業所も準備したうえで４９

事業所の協力を得て、事前事後の健康観察を徹底するために３日間の日程で実施した。

初日は緊張の面持ちだった生徒たちも、

地域で活躍する方々のプロ意識と優しい

人柄に触れ、将来に向けた進路設計を希望をもって検討している様子がうかがえた。

学校だよりを町内全戸に回覧したり、生徒作文を地元新聞社に投稿したりして学校教

育への理解を図ったことや、校外での生徒のボランティア活動や地域でのあいさつ励行

を展開して中学生への肯定的評価を高めてきたことが、コロナ禍の中にあっても中学生

を職場体験に温かく受け入れていただく基盤になっていると考える。

真摯に体験活動に取り組む生徒の様子に感心した職場からは、巡回の職員に対して「〇

〇君は、とても頑張ってくれます。校長先生に是非伝えてください。」等の声もいただ

地元紙に掲載された職場体験の生徒感想（右）

食品加工場の職場体験をする生徒（上）
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いている。

（３）御船輝き学習

総合的な学習の時間は、横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を

見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を

育成するとともに、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、

創造的、協同的に取り組む態度を育て、

自己の生き方を考えることができるよう

にすることを目標として行われる。

本校は、ふるさとで活躍する人の生き

方に焦点を当てた探究的な学習を「御船

輝き学習」と名付けて取り組んでいる。

第１学年は“御船町の過去を知る”を、第

２学年は“御船町の

今を体験する”を、

第３学年は“御船町

の未来をつくる”を、

それぞれテーマにし

て、ふるさとで活躍

する人に思いや生き

様を聴き取って学ぶ

活動を創造している。

困難を乗り越えて、

現在の仕事や活動を

続けておられる人の

生き方に触れ、「人の

役に立つ仕事をした

い」と自分の意見をま

とめている生徒が多く

いた。

生徒が聞き取った内

地域の方を学校に招いて聴き取りをする生徒

総合的な学習の時間の全体計画（抜粋）
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容に自分の感想・考えをまとめた広用紙を公共機関に掲示する機会をいただいた。ご覧

になられた町民の方から「町内で頑張っている方がこんなにたくさんいらっしゃるのを

改めて知りました。中学生の学習に元気をもらいました。」との感想も寄せられた。

この他にも、春休みの生徒会リーダー研修で、バスを貸し切って史跡等を見学して、

保全や町民への啓発に尽力されている方の話を聞く活動も行っている。このことが地域

や町民のためになる生徒会活動を考える契機になっている。

また、学校だよりの裏面に生き方に関する記事を掲載し、家庭や地域で生徒と一緒に

生き方について会話を行う資料として提供している。保護者からは「学校だよりが楽し

みです」、地域の方からは「学校だよりの裏が読み応えがある」「中学校の学校だより

が回覧版の中に入ると、家族で読みまわしをする家が多くて、回覧が遅くなる」という

嬉しい声が寄せられている。

２ 「夢を言葉にして一歩踏み出す（表現力育成）」Take a step プロジェクト

自分の夢や目標を言葉にして示すことで、公表効果で自分の意識が変わる、簡単に諦め

られない状況をつくる、応援する人が生まれてやる気が出る、周囲の人から夢や目標を達

毎月発行の学校だよりの裏面（令和３年度３月号）
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成するための情報が集まる等の効果が生まれる。

そこで、自分の考えや思いを伝える力を育てることが、夢の実現に向けて努力する一歩

を踏み出すために必要と考えて取り組んだ。これは、人間関係形成・社会形成能力等のキ

ャリア教育で育成すべき基礎的・汎用的能力と重なるものと捉えた。

（１）読書活動の推進

言葉で表現するための語彙力やキャリアプランニング能力等を育成するために、次の

ような取組を行い、生徒の読書活動を推進した。

① 全校朝読書

毎日２０分間の朝活動に全校生徒が読

書をする時間を設定している。教室の黙

読だけでなく、「朝読書in図書室」と名付

けたクラス輪番の図書室を活用した読書

活動やブックトーク、教員による読み聞

かせも行っている。

② 学級文庫の設置

年２回、各家庭に不要な書籍の寄付を募り、集まった本を中心に学級文庫を設置し

ている。CAP-Dシステムのアンケート調査で、一冊の本を読み終えることができない

生徒が複数いる課題を解決するために、図書委員会で「My文庫しおり」を作成し、読

む途中の本に各生徒専用のしおりを挟み、続きから読むようにした。しおりには読書

記録を記入できるようにした。生徒のアイデアで、記録欄が埋まった場合は、読書量

に応じて色が替わる「My文庫しおり」も生まれた。

③ 選書活動

年度毎に新しく本を購入する際は、全校生徒の希望を参考に図書委員が書店で直接

本を手に取り購入する選書活動を行っている。

④ 読書クラスマッチ

生徒が１か月に呼んだ本の冊数 （左：令和２年８月、右：令和４年１１月）

ブックトークの様子
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図書委員のアイデアで、クラス内で互いに励まし合って読書する雰囲気をつくろう

と、読み終えた本の数を競うクラスマッチも行っている。

年を追うごとに、読書の実態を踏まえて読書活動を推進する生徒や教職員の工夫溢

れる取組を行っていることで、生徒の読書量は確実に増えている。

（２）NIE活動

新聞記事の要約や感想をまとめたりする活動の

他に、記事についての意見を発表する１分間スピ

ーチや新聞紙面を参考にレイアウトや見出し、簡

潔な文章を考えて情報や意見を表現する活動を行

っている。また、ものづくり部の生徒が制作した

閲覧台で新聞記事を読み合う生徒の姿もある。

平成２８年熊本地震の記事をもとに、未曾有の大災害の中で自らも被災者でありなが

ら、救済や復旧・復興に尽力された方に取材を行い、情報を整理して学んだことを発信

する学習を行った。

道徳の時間に新聞記者

（当時）の方をお招きし

て話を聞き、仕事の使命

感について考え議論する

学習を行った。

生徒の意見を保護者の

同意を得て 地元新聞社

に頻繁に投稿し、紙面に

掲載された生徒の数は、

令和２年に38人、令和３

年度に34人、令和４年度

は１２月末時点で48人に

なる。掲載された作文は、

放送委員が昼の放送でも

紹介している。記事をご覧になった保護者や地域の方から「新聞見たよ。頑張っている

ね。」「しっかりした考えをもっているね。」「私たちも元気が出た。」と声をかけられ、

自己肯定感を高める生徒の様子や地域の方の温かさに感謝する生徒の様子がある。

報道関係者に取材する生徒

地元紙に掲載された道徳の時間の学習についての生徒の意見
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（３）集会・生徒会活動の工夫

始業式、終業式や集会の発表は、原稿を見ずに伝えたい人の表情を見て発信すること

を推奨している。

文化面やスポーツ面で優秀な成績を

収めた生徒への表彰状の伝達も、表彰

を受けた生徒が感想・意見を全校生徒

に発表する機会としている。

生徒集会も、委員会の取組の紹介や

呼びかけを寸劇で楽しく行ったり、生

活場面の画像やアンケート結果をスク

リーンで見ながらのパネルトークを試みたりする工夫が生まれ、自分や周囲の人と考え

や意見を堂々と交わす姿が見られるようになった。

また、ほとんどの生徒が、自分の言葉で発表される意見を興味深く見つめるようにな

り、意見に頷いたり、笑顔で返したり、質問をしたり、自分の意見を返したりする様子

が増えてきた。

互いの考えを知り、意見を尊重しながらよりよい生活・活動を創りあげることで、活

動の意義や成果を確認でき、所属する集団（学校）への肯定的な感情を抱く様子もある。

（４）学習成果発表会

総合的な学習の時間の探究的な学びの成果を工夫して発表するようにしている。

壁新聞等の掲示であったり、クイズ形式や聴き取った方の生き様を劇化して発表したり

している。

劇発表については、シナリオ担当の生徒が取材した内容で台本を書き、演者担当の生

徒が自分が登場人物になりきった自分の思いをセリフに修正する意見を述べ、協働で劇

全校集会でのパネルトークの様子

「自分の考えや意見を発表して「良かった」と感じることがありましたか」の質問への回答状況

（左：令和２年６月、右：令和４年１１月）
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を作り上げていく。劇を作り上げていく過程で、取材した方の生き方と自分の考えを照

らし合わせて、これからの生き方を考える学習となり、観ている生徒も自己の生き方を

見つめる機会となっている。

学習を通して、自分たちも地域や困った人たち

のために何かをしたいと考える生徒が多くなり、

生徒会活動等で美化ボランティアや被災地への義

援金募金、ベルマーク運動や１円玉募金の呼びか

けを行っている。令和４年度には、週２日の早朝

環境美化ボランティアを継続している男子バスケ

ットボール部は日本善行会の全国表彰を、毎月地

域の美化を行っているJRC委員会主催の活動は小さ

な親切運動の全国表彰を受けた。

３ 「夢の実現に向けて努力する（学力向上）」Dreams come true プロジェクト

（１）SMARTな授業実践

本校区は熊本地震で甚大な被害を受け、生活再建がままならない家庭も少なくなく、

就学援助を申請する家庭の割合は約１４％と他地域に比べて多い。生徒一人一人が将来

を切り拓く力を育てるために確かな学力は不可欠なものである。

生徒の学力向上を図

る場は授業であるが、

教員の大量退職期を迎

えて先輩方が培ってき

た授業スキルが若い教

員にうまく伝達できて

いない実態もある。そ

こで、普遍的な授業改

善の視点を５つに整理

して「ＳＭＡＲＴな授

業実践」と名付けて、

生徒が「わかった」「で

きた」と実感できる授

学習成果発表会で劇を演じている生徒

「SMARTな授業実践」リーフレットの一部
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業づくりに取り組んでいる。５つの授業改善の視点は次のとおりである。

教員が「ＳＭＡＲＴな授業実践」を意識するよう、改善例を明瞭にまとめたリーフレ

ットを作成し、校区内の６つの小学校教員にも毎年度配付している。

授業改善が進むよう、全員が公開授業を行うグループごとの小研や全教員が授業参観

し授業を受けた生徒も参加する年２回の大研を行っている。大研は、学習者である生徒

の意見を参考に、授業改善の方策を協議している。

この取組は、令和３年度に時事通信社

発行の内外教育でも熊本県教育委員会推

薦校として紹介され、岡山県や山口県の

教育委員会や学校などの県内外からの視

察もある。これらの視察も本校教員の実

践意欲を高めている。

さらに、学期ごとに特別支援教育の視点、「ＳＭＡＲＴな授業実践」の視点、生徒指

導の視点で、相互の短時間の授業参観の期間（２～３週間）を設け、気づきを特別支援

教育コーディネーター、研究主任、生徒指導主事が整理して全教員に配付・啓発してい

る。

“CAP-Dシステム”のアンケート調査で、生徒が毎時間「わかった」「できた」「ため

になった」と感じると回答する割合が高い教員の授業に、その指導のコツを学ぼうと授

業を参観したり、職員室で尋ねたりする様子がある。

「１時間の授業で『できた』「わかった』と感じることがいつもできている」と回答

する生徒の割合も、令和２年６月に比べて令和４年１１月は各教科平均して２１.５ポ

生徒も参加した授業研究会の様子

Ｓ（シンプル）

学習内容を焦点化する。わかりやすい指示や説明・発問（簡潔に、視覚で捉えやすく）を

する。
Ｍ（目的・目標）

単元のゴールの姿を設定する。「何がわかればよいのか」「何ができればよいのを明確にし
て『めあて』を示す。

Ａ（アクティブ）

生徒が活動する時間を確保する。教師がしゃべりすぎない。

Ｒ（練習）

定着を図る時間を確保する、定着や理解度を診る小テストを実施する。

Ｔ（たしかめ）

共通のノートである板書をもとに学習のまとめをする。生徒が学びを振り返る「問い」を

する。
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イント向上している。

令和４年度全国学力・学習状

況調査の生徒質問紙調査項目

「国語（数学、理科）の勉強は

好きですか」「国語（数学、理

科）の勉強は大切だと思います

か」「国語（数学、理科）の授

業で学習したことは、将来、社

会に出たときに役に立つと思い

ますか」「数学（理科）の授業

で学習したことを、普段の生活

の中で活用できないか考えます

か」

「数学の問題の解き方が分から

ないときは、あきらめずにいろ

いろな方法を考えますか」「将来、

理科や科学技術に関する職業に就きたいと思いますか」等の学習に対する興味・関心に

関する肯定的な回答割合が全国や県の平均に比べて高いことも授業改善の成果と捉える

ことできる。

「１時間の授業で『できた』『わかった:』と感じることがいつもでき

毎時間『わかった』『できた』と感じていると回答した生徒の割合（％）

（上：令和２年６月、下：令和４年１１月）

令和４年度全国学力・学習状況

調査 生徒質問紙調査の結果

（県基準のレーダーチャート）

地元紙に掲載された授業についての生徒の意見
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（２）家庭学習の習慣化（基本的生活習慣推進）

① 生徒の主体的な活動

〇 スマホ・メディア使用の新ルールの制定

CAP-Dシステムの調査結果から生徒会執行部の生徒たちは、スマートフォン等の

使用状況に課題が大きいと考え、生徒集会や学級会をとおして「スマホ・メディア

使用の新ルール」を制定した。数年前に生徒会で制定したルールを生徒が誰も知ら

なかった現状をふまえて、新ルールの横断

幕やポスターを作成し、保護者を含めた町

民にも中学生の取組を理解して応援いただ

けるよう掲示した。加えて、新ルールを掲

載したクリアファイルを作成して全校生徒

に配付した。

町内小学６年生を対象に実施する新入生

説明会では、中学生がクリアファイルを配

付して説明し、ルールの遵守を呼び掛けている。

〇 早寝・早起きの推進

生徒会保健委員は、毎学期に生活リズムチェック週間を設け、起床時刻、自立起

床、メディア使用時間、就寝時刻、生活目標の５項目で自己評価を行い「生活リズ

ムチェックシート」のレーダーチャートで生活を振り返り改善を図る取組を全校生

徒で行った。

〇 生活ノートによる生活の計画と振り返り

見開きで１週間の記録を書き込む「生活ノート」に、帰りの会で家庭学習の開始

時刻や計画を書き、家庭学習を推進している。家庭での自主学習の最後に実際の学

習時間やテレビやスマートフォン等を使用した時間、日記を書き、朝登校したら学

級担任へ提出している。担任は毎日学級の生徒の「生活ノート」と自学ノートを点

検して、コメントを朱書きしたり、気になる様子があれば随時面談を行っている。

② 保護者と連携した啓発活動

〇 通知表を活用した長期休業期間の自己評価と保護者評価

休校期間や長期休業中に生活リズムの崩れがあるという課題をふまえ、その解決

を図るために、通知表の様式を変更した。長期休業中の家庭でのスマートフォンや

ゲーム機等の使用ルールを長期休業に入る前に家庭で話し合わせ、終業式で通知表

町民に生徒会新ルールを知らせる横断幕
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を担任から受け取ったら約束を生徒自身が記入するようにした。

通知表を教師の評価を知らせるものだけでなく、生徒自身や保護者が生活を評価

して学校に知らせるシステムは、生徒の長期休業中の様子を窺い知る資料になって

おり、新学期のスタートの教育相談や個別面談にも活用している。

〇 「わくわく朝食コンテスト」の取組

ＰＴＡ家庭部と生徒会保健委員会が連携して「わくわく朝食コンテスト」を行っ

ている。これは、生徒自身が朝食を自分で調理し、食するスキルを育むための取組

である。“CAP-Dシステム”で生徒の朝食摂取の状況を知ったＰＴＡ家庭部の保護

者の提案で取組が始まった。

〇 標語コンクールの実施

ＰＴＡ家庭部は、さらに、基本的生活習慣標語コンクールを計画し、全校生徒に

標語の募集を行った。表彰と優秀作品の掲示等を行っている。優秀作品を掲載した

令和５年用カレンダーを作成し、小中学生や関係者へ配付し、啓発を行った。

これらの取組で、自分で決めた時刻に家庭学習を始める生徒や朝食摂取する生徒

の割合が増えている。

（３）学力向上タイム

家庭環境や低学力等が原因で、継続的な家庭学習の習慣が形成できない生徒が少なく

ないことに配慮して、定期的に学力向上タイムを設定して全校で取り組んだ。

テスト対策タイムは、定期テスト前の自主学習のしかたの指導や個別の質問への指導、

補充学習指導を行ている。テスト教科担当の教師が巡回指導をし、それ以外の教師は分

担して教室で個別指導や生徒同士の教え合いを推進している。

漢字・計算・英単語オリンピックは、教科部会が作成した級別問題にチャレンジし、

どんどん進級を目指す学習で、全員に認定証を交付している。

学習につまづきのある生徒にとって、学び直しの機会や友だちと協力して学力の定着

「家庭学習を始める時刻を決めていますか」の質問への回答状況

（左：令和２年６月、右：令和４年１１月）
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を図る関係づくりの機会になっている。

（４）ゆうあいタイム

コロナ禍が長期間終息しない中、マスクを常時着用した生活が定着している。このこ

とが、お互いの表情を読み取れず、６校以上の小学校から入学してくる本校の生徒たち

の仲間づくりに大きな障害となっている。友人との関係がうまくいかずに、悩みを長時

間のスマートフォン使用で紛らす実態もあった。休校措置による生活リズムの崩れと併

せて不登校傾向の生徒増と大きく関係していると考える。

そこで、不登校の未然防止と安心して学習に

取り組める仲間づくりを目指して、“ゆうあいタ

イム”を試みている。

金曜日の清掃時間１５分間を“ゆうあいタイ

ム”とし、代議員生徒がファシリテーター役を

して学級毎にテーマを設定したグループエンカウ

ンターを行っている。名称は、校訓の一つ「友愛」と「You & I」「言い合い」の意

味を兼ねたものにした。

生徒からは「なるほど！という意見がたくさんあって、おもしろかった」などの感想

が聞かれ、さらに工夫改善していくことで効果的であると考える。

また、入学直後の仲間づくりをねらいとして、以前は体育大会終了後の６月に実施し

ていた宿泊教室を４月中旬に実施することにした。新型コロナウイルス感染症の新規感

染者が依然として多い状況もあり、宿泊の形態は行わずに、校内や校区内で「町内ウォ

ークラリー」等の集団行動訓練や仲間づくりの活動を行っている。このことで、小学校

では不登校傾向にあった生徒が円滑に中学校生活をスタートできている。

このような取組が学校生活に温かい風土を生み、町外の学校生活に適応できかった生

徒の転入が令和３年度末から増えている。それらの生徒も登校日数が増えている。

「ゆうあいタイム」の様子

「御船中の生徒で良かったと思いますか」の質問への回答状況（左：令和２年６月、右：令和４年１１月）
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４ “CAP-Dシステム”の機能を生かした生徒活動・教育実践の創意工夫

本校教育目標の実現を目指して、年度の重点成果指標を前年度末もしくは年度当初に生

徒会執行部生徒や各委員長が「自分たちが目指す生徒の姿」として考案するようにしてい

る。生徒会役員は考えた素案をもとに校長と協議して案を策定している。この案が年度当

初の職員会議とＰＴＡ総会を経て決定となる。

決定した重点成果指標は、学校だよりに掲載して町内全戸を回覧する外に、学校ホーム

ページに掲載して地域に周知している。

重点成果指標の到達状況を年５回調査し、調査結果を教職員、生徒（生徒会役員等）、

保護者（ＰＴＡ役員等）、地域（学校運営協議会委員）に知らせて、成果や課題を共有し、

課題の解決策をそれぞれが主体的に取り組むシステムを構築している。このＰＤＣＡサイ

クルを“CAP-Dシステム”と名付けている。ＰＤＣＡサイクルのCheck「指標の到達状況点

検」を起点に改善策に取り組むサイクルで、“CAP”は「つま先」、“D”は「課題・解決策

の発見（Discovery）」も意味する。生徒、教職員、保護者、地域のつま先を課題解決に

向かわせるという意味の造語である。

２～３か月の短いサイクルで取組の達成状況を明らかにして共有することで、生徒、教

職員、保護者が成果や課題を共有でき、これまで述べたような主体的で創意工夫ある取組

が生まれているところであ

る。

アンケート回答の個票

は、管理職、養護教諭、学

年部職員で回覧し、課題が

みえる生徒の教育相談を行

っている。その後、通知表

のファイルにいれて保護者

に渡し、我が子の自己評価

として伝えている。

目標とその達成状況をこ

まめに共有することで、常

に目標を意識した活動や教育実践になり、同様の重点成果指標に関する経年推移は明らか

に成果を見取ることができている。

ホームページに掲載している重点成果指標
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Ⅳ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

これまでに述べた取組によって、夢や目標をもって努力していると自己評価している生

徒の割合は増えている。生徒との面談からは、「将来の夢がまだはっきりしない」と言う

生徒もいるが、講演で生き方を聞く機会や聞き取りや体験活動で地域の方と触れ合って会

話をする機会は、生徒にとって人生のモデルを学び、自己の生き方を考える絶好の機会と

「学校や地域のために何をすべきか考え、行動することはありますか」の質問への回答状況

（左：令和２年６月、右：令和４年１１月）

「夢や目標の実現に向けて努力していますか」の質問への回答状況

（左：令和２年６月、右：令和４年１１月）

地元紙に掲載された授業についての生徒の意見



- 20 -

なっている。感染症予防に配慮して実施した職場体験も生徒の職業観や勤労観を育む必要

不可欠な体験学習であり、近い将来に社会を担う一員であることの自覚を高める意味でそ

の効果は大きいと言える。

「将来の夢がまだはっきりしない」と語る生徒も、「人の役に立つ仕事をしたい」と話

す生徒が多い。

また、総合的な学習の時間でふるさとで活躍する人の生き方に視点を当てた「御船輝き

学習」を実施したことで、教職員が地域や人を知る機会となり、その他の教育活動でも協

力を得るチーム学校の環境が醸成されてきている。

２ 課題と今後の志向

課題の１つは、体験活動の確保である。コロナ禍が長期に渡るなか、体験活動が十分に

実施できないことは否めない。体験不足が生徒の学びの不十分さや学びへの動機付けの弱

さになっている面がある。地域社会と協力して、コロナ禍の体験活動のあり方をさらに模

索していく必要がある。

課題の２つ目は学習意欲の高揚である。学習への関心は、全国学力・学習状況調査では

全国や県の平均を大きく上回る結果ではあったものの、教科学習の「学び」と「将来の仕

事」が結びつかずに「将来自分が望む仕事で活躍するためには学力の向上が重要」と考え

ない生徒が少なくないことも家庭学習時間の調査から明らかである。教科指導を生活や職

業と関連付けた教材提示や問題解決型の授業で、学習の有用性や楽しさを味わわせる指導

をさらに進めていく必要がある。

課題の３つ目は、キャリア教育（進路指導）に対する保護者・生徒と教師の意識が必ず

しも一致しない点である。「生徒の個性や適性を考えること、理解すること」と「進学先

の選択やその合格可能性の検討」に乖離があると思われるケースもあり、義務教育９年間

をとおしたキャリア教育を進めるために小学校との連携をさらに進めていく必要がある。

「夢輝き！教育講演会」の保護者や小学校への配信の試みも検討していきたい。

また、熊本市教育委員会と連携した「“しごと学び”ＷＥＢライブ」を今年度３学期に

試行し、次年度から本格実施する方向で準備を進めているところである。郡内中学校・小

学校にも活用事例等の情報提供を積極的に行い、子どもたちの全人的な成長・発達を促す

視点に立ったキャリア教育の取組を推進したいと考える。


